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11月末の人口と世帯数 人口▶165,234人（前月比－37人）男▶78,831人   女▶86,403人   世帯▶89,693世帯（前月比＋25世帯）
11月の火災発生件数  ２件（前月比＋１件） 11月の家庭ごみ排出量  ごみ量▶2,445t（前年同月比＋111t）資源ごみ（Sの日）量▶636t（前年同月比＋22t）
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広報 Public Information OBIHIRO

掲載情報は12月13日時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響により、掲載内容や行事などの日程が変更になる場合があります。
裏表紙には、３回目の新型コロナワクチン接種に関する情報を掲載しています。ご確認ください。

未来を信じるまち
新春対談新春対談
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写真の場所写真の場所

今年は開拓140年･市制施行90年

帯広市出身。
慶應義塾大学理工学部
卒業後、カリフォルニ
アでMBAを修了。
2009年より六花亭製菓
副社長として経営企画
に携わりながら製造管
理を担う。

プロフィール

1933年創業、1977年に六花亭
に商号変更。創業よりこの場
所を本店として営業を続ける。 
2階喫茶室へ上がる階段の壁に
は、創業当時の店舗のタイル
を残している。

帯広本店（西２南９）
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市
み ん な

民の掲示板３月号の受付締め切りは１月18日㈫です　内容や紙面の都合で掲載できない場合もあります。　問 広報広聴課（市庁舎３階、☎ 65・4109、
Ｆ23・0156）

令和４年令和４年
帯広市は記念の年を迎えます帯広市は記念の年を迎えます
帯広市開拓140年・市制施行90年帯広市開拓140年・市制施行90年

　明治16年（1883年）の春、静岡県松崎町出身の依田勉三ら13戸27人の民
間開拓団「晩成社」の一行が帯広に入植し、この地の開拓が本格化しました。
令和４年、この開拓の年から140年を迎えます。
　未開の原野を切り拓

ひ ら

く開拓作業は、厳しい自然環境のもと、過酷なもので
したが、晩成社の入植以降、富山、岐阜などの移住者が続き、先人たちは多
くの苦難を乗り越えながら、平原のまち帯広を築いていきました。

　大規模農業地帯の中心的都市として、大正期から昭和初期に一層の発展を
遂げ、昭和８年（1933年）に市制を施行しました。令和４年は帯広市が誕生
してから90年目の節目でもあります。

　節目の年を記念し、令和４年１月〜 12月の期間に各種記念事業を実施す
る予定です。１〜３月にはプレ事業として下記の事業を行います。４月以降
の記念事業は詳細が決まり次第、市ホームページなどでお知らせします。

◆ 第59回おびひろ氷まつり
大雪像や氷の彫刻が並ぶ帯広の冬を彩る大イベント。
日１月28日㈮～30日㈰　　　場緑ヶ丘公園（緑ケ丘２）

◆ 第18回新人演奏会
十勝管内出身・在住の新進音楽家による演奏会。
日２月13日㈰、14時開演　　場市民文化ホール（西５南11）

 プレ事業の一部を紹介します

■ 明治16年、晩成社が帯広に入植

■ 昭和８年、帯広町から帯広市へ

■ 各種記念事業を実施します

市民が描く
未来へのメッセージ

市民が描く
未来へのメッセージ

　私が住んでいる家のまわりには、自然がいっ
ぱいあって、外に出ていろんな昆虫や植物を
見つけるのがとても楽しいです。
　これからも帯広市のきれいな自然を大切に
していきたいです。

谷川歩さん、春希くん谷川歩さん、春希くん

　2001年から帯広駅前にあるハルニレの
木にイルミネーションを設置し、冬のまち
なかを明るく照らしています。
　コロナで大変な状況が続いていますが、
活気と希望に満ちあふれたまちなかが戻っ
てきてほしいと願っています。

十勝電気工事協同組合の皆さん十勝電気工事協同組合の皆さん

　帯広市統計協議会では、帯広市の統計調査
を円滑に進めるため、各種研修や親睦事業を
行っています。
　高齢の会員も多く所属していますが、皆、
元気に活動しています。
　これからも協議会活動を生きがいにしなが
ら元気に活動していきたいです。帯広市統計協議会の皆さん帯広市統計協議会の皆さん

「帯広市の歴史」
百年記念館の秘蔵写真から振り返る

　帯広市が誕生した昭和８年に大
通から広小路を撮影した写真で、
奥に昭和５年建造の藤丸デパート
が見えます。
　当時の市の人口は、３万2000人
程でした。

昭和８年（1933年）
帯広市誕生

　帯広市と川西村、大正村との合
併を記念するパレードの写真です。
　この合併を機に、帯広市は近代
的な田園都市として発展していき
ます。

昭和32年（1957年）
川西村・大正村との合併

　第１回の氷まつりは帯広小学校
内（現中央公園）で開催され、以降、
中心部で開催していましたが、来
場者の増加で会場が手狭になった
ことから、この年より緑ヶ丘公園
を会場としました。

昭和45年（1970年）
緑ヶ丘公園で氷まつり初開催

　昭和50年代初めから、国体誘致
をきっかけに帯広の森にスポーツ
施設を集約する案が浮上し、昭和
60年代以降多くのスポーツ施設が
建設されました。

昭和60年（1985年）
帯広の森スケートリンク
オープン

　平成に入ってから、駅南エリア
に大型商業施設や、とかちプラザ
などが建設され、市街地の再整備
が進み帯広の顔である駅周辺の姿
が一新されました。左奥に見える
のは旧帯広駅です。

平成８年（1996年）
駅南から見た帯広駅と鉄道高架

節目の年を市民の皆さんと慶祝し、帯広市の歴史を振り返ります。節目の年を市民の皆さんと慶祝し、帯広市の歴史を振り返ります。

現旧市役所庁舎現旧市役所庁舎
（平成４年６月撮影）（平成４年６月撮影）

総務課（市庁舎５階、総務課（市庁舎５階、☎☎65・4100）65・4100）問い合わせ
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年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

ホームページからご意見・お問い合わせができます　インターネットを使って帯広市ホームページの各ページの下にある「ご意見・お問い合わせフォーム」
から、質問や意見を受け付けていますのでご活用ください。　問 広報広聴課（市庁舎３階、☎ 65・4109）

　

市
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新
年
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
猛
威
を
振
る
う
中
、
人
々
の
日
常

生
活
を
守
る
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
医
療
従
事
者
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
、
多
く
の
関
係
者
の
方
々
に
対
し
ま

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

帯
広
市
は
、
本
年
、
開
拓
１
４
０
年
・

市
制
施
行
90
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎

え
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
不
屈
の
開
拓
者
精
神
と

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
で
発
展
の
礎
を
築
い
て

き
た
先
人
の
功
績
に
深
く
感
謝
し
、
脈

し
て
、
深
く
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
感
染
拡
大
の
防
止
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

帯
広
市
議
会
で
は
、
議
会
で
の
議
論

は
も
と
よ
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す

る
提
言
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
議
員
一
同
、
議

会
に
求
め
ら
れ
る
役
割
を

し
っ
か
り
と
捉
え
、
市
民
の

皆
さ
ま
と
共
に
、
安
心
し
て

生
活
で
き
る
豊
か
な
地
域
社

会
の
実
現
に
向
け
て
尽
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理

々
と
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た

財
産
や
、
ふ
る
さ
と
へ
の
誇

り
を
、
未
来
へ
継
承
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

十
勝
・
帯
広
で
は
、
一
昨

年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
地
域
社
会

へ
の
影
響
が
、
今
な
お
残
っ

て
い
ま
す
。
感
染
の
再
拡
大

を
防
ぎ
、
暮
ら
し
や
社
会
経

済
活
動
の
回
復
を
図
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
一
層

加
速
す
る
社
会
経
済
の
変
化
に
対
応
し
、

地
域
の
特
性
や
資
源
を
活
か
し
た
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
へ
つ
な
げ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
東
北
海
道
で
の
高
速
道
路
網

の
整
備
が
進
み
、
十
勝
・
帯
広
は
、
人

解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
の
干え

と支
で
あ
る
「
寅と

ら

」
は
、「
動

く
」
を
意
味
し
、
春
が
来
て
草
木
が
生

ず
る
状
態
を
表
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
、
当
市
は
開
拓
１
４
０

年
・
市
制
施
行
90
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
が
、
コ
ロ
ナ

禍
と
い
う
長
く
厳
し
い
冬
を
乗
り
越
え
、

生
命
力
に
あ
ふ
れ
て
い
る
春
の
芽
吹
き

の
よ
う
に
、
地
域
が
ま
す
ま
す
発
展
し
、

活
気
に
満
ち
た
年
と
な
る
こ
と
を
切
に

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
健

や
か
で
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

や
物
が
行
き
交
う
交
通
の
要
衝
と
し
て
、

さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
の

指
定
や
日
高
山
脈
襟
裳
国
定
公
園
の
国

立
公
園
化
の
動
き
な
ど
を
追
い
風
に
、

雄
大
な
自
然
や
豊
か
な
食
を
活
か
し
た

ア
ウ
ト
ド
ア
観
光
の
振
興
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
活
力
を
さ
ら
に
高
め

て
い
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
未
来
を
見
据
え
、
皆
さ
ま
の

知
恵
を
結
集
し
な
が
ら
歩
み
続
け
る
こ

と
で
、
個
性
輝
き
、
持
続
的
に
発
展
す

る
十
勝
・
帯
広
が
つ
く
ら
れ
る
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
が
、
次
な
る
10
年
の
飛
躍
、
そ

し
て
明
る
い
未
来
に
つ
な
が
る
幕
開
け

と
な
る
こ
と
を
願
い
、
新
年
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

帯広市議会議長　有城  正憲

安心して暮らせる
豊かなまち 帯広を目指して

帯広市長　米沢  則寿

個性輝く、十勝・帯広へ

開門・発走（予定）時刻

※開門時刻などは変更となる場合があります。

詳しくは、ばんえい十勝の
ホームページをご覧ください

１月２日㈰〜４日㈫
開　門 10時50分頃

第１レース 13時頃発走
最終レース 19時頃発走

第14回 天馬賞の様子

１
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
連
続
開
催

新
年
は
２
日
㈰
か
ら

３
日
間
連
続
薄は

く
ぼ暮

開
催

　

新
年
の
ば
ん
え
い
競
馬
は
、
２
日
㈰

か
ら
４
日
㈫
ま
で
３
日
間
連
続
で
薄
暮

開
催
し
ま
す
。

　

ば
ん
馬
の
音
を
立
て
て
噴
き
出
す
真

っ
白
な
鼻
息
や
体
か
ら
立
ち
上
る
湯
気

は
、
真
冬
の
ば
ん
え
い
競
馬
の
醍だ
い
ご
み

醐
味

で
す
。
お
正
月
は
、
帯
広
競
馬
場
で
力

強
い
大
迫
力
の
レ
ー
ス
を
観
戦
し
ま
せ

ん
か
。

最
高
峰
の
重
賞
競
走

「
帯
広
記
念
」
と
「
天
馬
賞
」

　

２
日
㈰
は
、
ば
ん
え
い
競
馬
を
代
表

す
る
人
気
馬
が
出
走
す
る
伝
統
の
高
重

量
戦
「
農
林
水
産
大
臣
賞
典
第
44
回
帯

広
記
念
」、
３
日
㈪
は
、
４
歳
最
強
馬

決
定
戦
「
第
15
回
天
馬
賞
」
と
、ス
タ
ー

ホ
ー
ス
が
競
い
合
う
ビ
ッ
グ
レ
ー
ス
が

続
き
ま
す
。

お
正
月
は

ば
ん
え
い
十
勝
へ

　
来
場
者
の
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
多
数
ご
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

ば
ん
え
い
振
興
課
（
西
13
南
９
、
帯
広
競
馬
場
内
、
☎
34
・
０
８

２
５
）
問
い
合
わ
せ

　毎年恒例の新春イベントを今年も開催します！
　レースだけではなく、家族や友人と楽しめるイベント
を企画しています。来場者プレゼントもご用意していま
すので、ぜひ競馬場へ、遊びに来てください！

＊平原太鼓によるお迎え
　郷土芸能平原太鼓「祝

いわいだいこ

太鼓」
でお迎えします。
○時間　開門時（10時50分）
○場所　入場門付近

＊お子様向けイベントもあります！
　ふれあい動物園内でにんじんを
ご購入いただいた小学生以下のお
子様にお菓子をプレゼントします！
ちびっこクイズラリーもあります。

＊�元競輪選手の後閑氏×古林教授
　スペシャルレース予想
　元競輪選手の「B

ボ ス

OSS G
ゴ カ ン

OKAN」こと【後閑信一】
さんが帯広競馬場初見参!! 北海学園大学教授【古林
英一】さんとともにレース予想を行います。
○時間　①14時30分 ②15時
○場所　２階東側特設ステージ

新春イベント！新春イベント！
ばんえい競馬ばんえい競馬

干干
え とえ と

支支菓子を菓子を
先着1000人へ先着1000人へ
プレゼント！プレゼント！

２２日日日日
＊ばんば魂×輓

ばんばどう

馬道  スペシャルレース予想
　FMラジオ番組「ばんば魂」メンバー
が、帯広競馬場に登場!!ばんえい競馬
Y
ユ ー チ ュ ー ブ

ouTubeチャンネル「輓
ば ん ば ど う

馬道」でも
おなじみの【スキンヘッドカメラ】の
お二人とレース予想を行います。
○時間　①14時35分 ②15時05分
　　　　③15時35分 ④16時10分
○場所　２階東側特設ステージ

お楽しみ袋を先着お楽しみ袋を先着
1000人へプレゼント！1000人へプレゼント！33日月日月

スキンヘッドカメラ
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「110番」の適切な利用をお願いします　110番は、事件事故などが発生した場合に警察へ緊急通報するための電話です。耳などが不自由な人の「メール110番」
もあります。急を要しない相談などは、警察相談電話「♯9110」や最寄りの警察署、交番などを利用してください。　問 帯広警察署（☎ 25・0110）

お
う
ち
で
の

親
子
の
上
手
な
過
ご
し
方

　

発
達
が
気
に
な
る
我
が
子
と
過
ご
す

中
で
、「
こ
ん
な
時
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
な
？
」
と
悩
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

お
子
さ
ん
が
好
き
な
遊
び
を
や
め
ら

れ
ず
に
か
ん
し
ゃ
く
を
起
こ
す
、
注
意

し
て
も
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
な
ど
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル

コ
ロ
ナ
禍
の
利
用
時
間
増
加
も
一
因

　

情
報
化
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
情
報
通
信
機
器
が

普
及
し
、
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
が
進
ん
で
い
ま
す
（
表
）。
そ
れ

に
伴
い
、
有
害
な
情
報
に
接
す
る
機
会

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
起
因
す
る
い
じ
め
被
害
が

全
国
的
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
在
宅
時
間
が
延
び
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
す

る
時
間
が
増
え
た
こ
と
で
、
犯
罪
被
害

や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

親
子
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
悩

ん
だ
時
は
、
相
談
機
関
の
専
門
家
と
一

緒
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
回
は
、「
お
う
ち
で
の
過
ご
し
方
」

と
「
保
護
者
の
心
構
え
や
接
し
方
」
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
帯
広
市
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ
れ
て
い
る
帯
広

児
童
養
育
セ
ン
タ
ー
の
吉
田
所
長
に
話

を
伺
い
ま
し
た
。

親
子
で
ル
ー
ル
づ
く
り
を

　

子
ど
も
が
安
全
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
す

る
に
は
、
保
護
者
が
子
ど
も
の
発
達
段

階
に
応
じ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
を

適
切
に
管
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

利
用
内
容
や
利
用
時
間
を
管
理
す
る

ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
※

を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

青
少
年
の
行
動
を
見
守
る

街
頭
巡
回
指
導
の
現
状

　

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
不
良
行
為

や
問
題
行
動
の
早
期
発
見
に
よ
り
、
非

行
の
未
然
防
止
を
図
る
た
め
、
街
頭
巡

回
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

発
達
の
相
談
場
所

　

お
子
さ
ん
の
気
に
な
る
点
を
一
緒
に

整
理
し
た
り
、
今
後
の
関
わ
り
に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
電
話

相
談
や
来
所
相
談
が
で
き
る
の
で
、
ま

ず
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
こ
ど
も
発
達
相
談
室

電
話　

25
・
９
７
０
０

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
東
８
南
13
）

受
付　

平
日
８
時
45
分
〜
17
時
30
分

〇
帯
広
市
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話　

36
・
２
０
８
５

場
所　

帯
広
児
童
養
育
セ
ン
タ
ー

（
西
22
南
３
、
つ
ば
さ
保
育
所
内
）

受
付　

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
30
分

　

令
和
３
年
４
月
～
10
月
に
、
中
心
街

や
郊
外
の
商
業
施
設
な
ど
で
２
２
３
回

の
巡
回
指
導
を
実
施
し
、
３
４
３
人
の

青
少
年
に
声
掛
け
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

保
護
者
を
伴
わ
な
い
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
の
利
用
や
、
自
転
車
走
行
中
の
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
操
作
な
ど
に
対
す
る
声
掛

け
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

未
成
年
者
の
大
麻
乱
用
が
問
題
に
！

人
体
や
社
会
へ
悪
影
響
と
危
険
性
が
！

　

令
和
２
年
、
帯
広
警
察
署
管
内
に
お

い
て
、
大
麻
取
締
法
違
反
で
検
挙
さ
れ

た
13
人
の
う
ち
、
10
～
20
代
が
８
人
と

半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

若
者
が
多
い
背
景
と
し
て
は
、
違
法

性
・
有
害
性
に
対
す
る
意
識
の
低
さ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
売
買
に
よ
る
入
手
の

容
易
さ
な
ど
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
使
用
す
る
動
機
は
、
興
味

本
位
や
そ
の
場
の
雰
囲
気
、
仲
間
外
れ

に
さ
れ
た
く
な
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

大
麻
は
、
覚
醒
剤
に
手
を
出
す
こ
と

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
、
危
険
な
薬
物

で
す
。
絶
対
に
手
を
出
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

発
達
が
気
に
な
る
子
と
の

お
う
ち
で
の
過
ご
し
方

非
行
、
ネ
ッ
ト
被
害
、
薬
物

か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る

街
頭
巡
回
指
導
の
声
掛
け
状
況
な
ど

家
族
で
楽
し
く
生
活
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト

　
発
達
の
気
に
な
る
点
や
、
お
う
ち
で
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
場
所

が
あ
り
ま
す
。

　
少
年
非
行
の
未
然
防
止
の
ほ
か
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
や
薬
物
の
被
害
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
、
街
頭
巡
回
や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・

９
７
０
０
）

問
い
合
わ
せ

学
校
地
域
連
携
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・
４
１
６
１
）

問
い
合
わ
せ

子育ての専門家に子育ての専門家に
聞いてみました！聞いてみました！

Q1  子どもとの関わり方で家族に
大切にしてほしいことは何ですか？

A1  まずは、家族が頑張りすぎないこと。
子どもの発達を促すために何をしてあげるとよ
いか分からない時には、お父さんやお母さんが
好きなこと、自分たちが楽しいと思うことに子どもを巻き込んでみる
ことをお勧めします。料理が好きなお母さんならクッキーづくり、お
絵描きが好きなら塗り絵などを試してみてはどうでしょうか。
　何も思い浮かばないという人は、自分が子どもの時に遊んだことを
思い出してみると、アイデアが出てくるかもしれませんよ。

Q2  冬はどんな遊び方がありますか？

A2  暖かい服装で外を一緒に散歩してみましょう。ふわふわな雪に
触る、つるつる路面を歩くなど、子どもの身

から だ
体づくりにいい影響を与

えます。家の周りを一周歩くだけ、玄関先でバケツに雪を入れるだけ
など、家族が負担にならないことから始めましょう。
　子どもは一度の経験では楽しめないことが多いです。「遊びに連れ
て行ったのに楽しんでくれなかった」とがっかりせず、繰り返し経験
させることで、少しずつ楽しめるようになってくれます。

Q3  日常の中でお勧めの関わり方はありますか？

A3  おうちの中ではお手伝いをお願いしてみましょう。テーブルを
ぬれタオルで拭くなど、簡単なことから始め、上手にできたら目いっ
ぱい褒めて、幸せな気持ちにしてあげてください。
　また、便利な道具も活用してみましょう。キッチンタイマーで時間
を区切ることで、活動の切り替えがスムーズになったり、これから出
掛ける場所の写真を見せることで、見通しがついて行動を起こしやす
くなる場合もあります。

帯広児童養育センター
所長　吉田有貴子さん

ひとりで悩まず、
私たちに、相談して
ください！

出展：青少年のインターネット利用環境実態調査（内閣府）

表　令和２年度青少年のインターネット利用状況

小学生 中学生 高校生 平　均

利用率 90.5% 97.4% 98.9% 95.8%

利用時間/日 146分 200分 267分 205分

利用内容
動画視聴が最も多く、ゲーム、コミュニケー
ション、音楽視聴、情報検索の順に続く。
平成26年度調査以降、動画視聴が増加傾向。

街頭巡回指導の様子

「子ども110番の家」に登録してみませんか

　子どもが登下校の際、身に危険が
迫ったときなどに駆け込む場所が「子
ども110番の家」です。逃げ込んだ子
どもを保護し、110番通報や、保護者
連絡するなどして、犯罪被害を未然に
防止します。
　地域の子どもたちが、安心して登下
校できるよう、皆さんの協力をお願い
します。

※
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能

　

子
ど
も
が
利
用
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
を
保
護
者
が
管
理
す
る
機
能
で
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
閲
覧
制
限
や
ア
プ
リ

の
利
用
制
限
を
設
定
で
き
ま
す
。
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　緊急地震速報や災害時の避難情
報などを、登録の有無に関わらず
市内全域の携帯電話にメールを一
斉配信します。
　あらかじめ携
帯電話の受信設
定を確認してく
ださい。

　市公式L
ラ イ ン
INE・T

ツ イ ッ タ ー
witter・F

フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebook

で、緊急警戒情報をはじめとした
各種防災情報を発信しています。

・ LINE

・ Twitter

・ Facebook

　コミュニティ FMは、災害に強く、地
域のきめ細かい情報を収集することがで
きます。停電などに備え、日頃から電池
の予備と周波数を確認しておきましょ
う。ラジオを聞くことができるスマート
フォンアプリもあります。

・FM-W
ウ イ ン グ

ING…………… 76.1MHz
・FM-J

ジ ャ ガ

AGA… ………… 77.8MHz
・NHK第1……………… 603kHz
・NHK第2……………… 1125kHz

　災害時に携帯電話各社が開設す
るメッセージの伝言板提供システ
ムです。使用方法は、ご利用の携
帯電話会社へご確認ください。

　　　（例）

　災害の発生により、被災地への
通話が増加し、電話がつながりに
くい状況になった場合にNTTが提
供を開始する声の伝言板です。
　毎月1日、15日などには体験利用
もできます。

　地上デジタルテレビのデー
タ放送では、気象警報や注意
報などの災害情報を確認でき
ます。災害後、通電している
場合は、有効な情報収集手段
です。

防災グッズ展防災グッズ展
家庭で備える防災用品や市の防災資機材を展示します。また、
市内小中学校で実施した親子防災講座
について、パネルで紹介します。
日時　１月24日㈪～ 28日㈮、
　　　９時～ 17時（初日は12時から、
　　　最終日は15時まで）
場所　市民ホール（市庁舎１階）　

リモコンの
dボタンから
確認できます

●災害用伝言ダイヤル「171」
音声を録音 171＋1＋被災地の人の電話番号

音声を再生 171＋2＋被災地の人の電話番号
※自宅の電話番号は録音・再生とも市外局番から

自衛官などを募集　応募資格などの詳細は、募集案内所へ問い合わせください。
申 問 自衛隊帯広募集案内所（西5南14、☎ 23・8718）担当課 危機対策課 市ホームページID.1007314、1010412

ラジオ5

北海道防災ポータル9

テレビ6

スマートフォン用アプリ10災害用伝言板7 災害用伝言ダイヤル8

備蓄食を食べてみませんか備蓄食を食べてみませんか
家庭や職場などでの災害への備えの参考にしていただくため、市の備蓄品で令
和４年４月に賞味期限を迎えるアルファ米を配布します。
配付内容　アルファ米（山菜おこわ）3400食
対　　象　市内の町内会、自主防災組織、学校、企業、
　　　　　団体など
受け取り　２月中に危機対策課にて受け取り（予定）
申し込み　１月31日㈪までに、電話で危機対策課へ。

（申し込み多数の場合、抽選または配布数量を調整）

冬季防災訓練冬季防災訓練
冬季の災害を想定した救助救出訓練や避難所の体験を
行います。また、親子向けの防災教室も実施します。

日　　時　２月５日㈯、13時30分～ 17時30分
場　　所　緑丘小学校（西14南17）
定　　員　【一般訓練】先着100人、【親子防災】抽選30人
申し込み　１月14日㈮までに、電話で危機対策課へ。 ガレキからの救助救出訓練 親子でランタン作り段ボールベッド設営体験

【過去の実施内容】

　固定電話、ファクス、登録制メールで災害情報を受け取れるほか、指定
の電話番号に発信すると市が配信した災害情報を確認できるサービスを
行っています。

1 固定電話、ファクス
　�市内在住の携帯電話を持たない人や、視覚・聴覚などに障害がある人が対

象です。危機対策課窓口や電話（☎65・4103）で登録を受け付けています。

2 登録制メール
　�市内在住の携帯電話を持つ人が対象です。
　� bousai.obihiro-city@raiden3.ktaiwork.jpに空メールを
　送ると登録できます。

3 テレホンサービス
　�☎050・5212・5254に発信すると、市が配信した災害情報を自動音

声で確認できます。（通話料金は利用者負担）

　緊急警戒情報をはじめとした各種防災情報を発信しているほか、国や北
海道などが発信する気象情報や河川の水
位情報などのウェブサイトにリンクして
います。

緊急情報一斉伝達システム1

市ホームページ2

市ホームページID.1002212

緊急速報メール・
エリアメール3 SNS（ソーシャルネット

ワーキングサービス）4

　道内市町村の防災情報や
気象情報を発信する北海道
のウェブサイトです。
　避難所の開設状況を確認
できるほか、気象警報や注意報などを配
信する「北海道防災情報メール（登録制）」
も利用でき
ます。

　スマートフォンを使用して
いる人は、アプリから防災情
報を入手することができます。

【参考】

・ スマ保災害時ナビ
　（�ファーストメディア、
　三井住友海上火災保険）

・ Y
ヤ フ ー

ahoo!防災速報
・ NHKニュース・防災

　適切な避難行動を行うためには、正確な情報を早期に収集すること　適切な避難行動を行うためには、正確な情報を早期に収集すること
が重要です。災害時の状況によっては、欲しい情報がすぐに得られるが重要です。災害時の状況によっては、欲しい情報がすぐに得られる
とは限りません。日頃から、複数の情報収集方法を確認しておきましとは限りません。日頃から、複数の情報収集方法を確認しておきまし
ょう。ょう。

防災かわら版防災かわら版
危機対策課

（市庁舎５階、☎65・4103）
問い合わせ

災害時の災害時の
情報収集方法の紹介情報収集方法の紹介

　いつ発生するか分からない災害に備え、
必要な災害対策を再確認しましょう。
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共
に
歩
ん
で
き
た
歴
史

市
長　

帯
広
市
は
今
年
、
開
拓
１
４
０

年
、
市
制
施
行
90
年
を
迎
え
ま
す
。

　

私
が
12
年
前
、
市
長
に
就
任
し
た
時

「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
、
そ
の
地
域

に
あ
る
特
有
の
歴
史
・
文
化
・
資
源
な

ど
を
生
か
す
こ
と
。
こ
れ
ら
を
生
か
し

て
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
大
切
だ
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
く
れ
た
方
が
い
ま
し
た
。
市
の

節
目
と
な
る
年
の
対
談
に
当
た
り
、
十

勝
・
帯
広
の
歴
史
・
文
化
・
資
源
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
お
菓
子
作
り
や
文
化

活
動
に
取
り
組
ま
れ
、
今
や
全
国
的
に

知
ら
れ
て
い
る
六
花
亭
さ
ん
、
と
り
わ

け
後
継
者
と
し
て
未
来
に
歴
史
・
文
化

を
つ
な
い
で
い
く
立
場
の
小
田
副
社
長

と
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

小
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
実

は
、
弊
社
の
創
業
は
市
制
施
行
と
同
じ

頃
で
あ
り
、
今
年
、
89
年
を
迎
え
ま
す
。

改
め
て
、
帯
広
の
ま
ち
と
共
に
歩
ん
で

き
て
い
る
の
だ
と
思
い
、
嬉
し
く
な
り

ま
し
た
。

市
長　

六
花
亭
さ
ん
に
は
、
開
基
70
年

記
念
の
お
菓
子
「
ひ
と
つ
鍋
」
に
始
ま

り
、
前
回
の
１
３
０
年
で
も
「
マ
ル
セ

イ
キ
ャ
ラ
メ
ル
」
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

小
田　

今
も
残
る
商
品
が
で
き
、
こ
ち

ら
こ
そ
あ
り
が
た
い
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

市
長　

開
基
70
年
の
頃
、
私
は
４
歳
で

し
た
が
、
思
い
返
す
と
最
初
に
口
に
し

た
「
最も
な
か中

」
は
、「
ひ
と
つ
鍋
」
で
し
た
。

最
中
と
い
え
ば
、
仙
台
の
「
白
松
が
モ

ナ
カ
」
を
父
が
出
張
土
産
に
買
っ
て
き

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、「
モ
ナ
カ
」

と
包
装
紙
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
違

和
感
を
感
じ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

小
田　

あ
の
タ
イ
プ
の
和
菓
子
が
、
最

中
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
前
に
、

「
ひ
と
つ
鍋
」
と
し
て
覚
え
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

市
長　

そ
う
で
す
。「
大
平
原
」
も
後

か
ら
マ
ド
レ
ー
ヌ
だ
っ
た
ん
だ
っ
て
知

り
ま
し
た
。（
笑
）

愚
直
に
努
力
し
続
け
る
こ
と

愚
直
に
努
力
し
続
け
る
こ
と

市
長　

新
し
く
日
ハ
ム
の
監
督
に
就
任

さ
れ
た
新
庄
さ
ん
が
、
北
海
道
で
食
べ

た
い
も
の
を
聞
か
れ
、「
マ
ル
セ
イ
バ
タ

ー
サ
ン
ド
」
を
挙
げ
て
い
て
、
驚
く
と

同
時
に
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。

小
田　

本
当
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

数
々
の
お
い
し
い
食
べ
物
が
あ
る
中
か

ら
選
ん
で
い
た
だ
け
て
光
栄
で
す
。

市
長　

六
花
亭
さ
ん
の
お
菓
子
は
、
市

の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
も

人
気
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
北
海
道
を
代

表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
だ
と
多
く
の
人
が
感

じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

小
田　

お
客
様
が
持
つ
印
象
は
そ
れ
ぞ

れ
で
す
の
で
、
私
た
ち
に
は
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
何
が
で

き
る
の
か
と
考
え
る
と
、
ひ
た
す
ら
自

分
た
ち
が
お
い
し
い
と
信
じ
る
お
菓
子

を
作
る
こ
と
し
か
な
い
。
そ
こ
に
共
感

し
て
い
た
だ
い
た
時
に
、
初
め
て
、「
い

い
ね
」
と
評
価
し
て
く
だ
さ
る
も
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長　

な
る
ほ
ど
。
ま
ず
は
、
自
分
た

ち
が
お
い
し
い
と
思
え
る
も
の
を
作
っ

て
き
た
結
果
な
の
で
す
ね
。

小
田　

は
い
。弊
社
の
基
本
方
針
は「
お

い
し
い
お
菓
子
を
作
ろ
う
、
た
の
し
い

お
買
物
の
店
を
作
ろ
う
、
み
ん
な
の
ゆ

た
か
な
生
活
を
作
ろ
う
、
そ
し
て
成
長

し
よ
う
」
の
四
つ
で
す
。

　

お
菓
子
だ
け
で
は
な
く
食
べ
物
は
何

で
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
手
を
抜

か
な
い
こ
と
が
最
高
の
技
術
だ
と
思
い

文
化
の
礎
い
し
ず
えで
あ
る
開
拓
や
農
業
は
、
ま

さ
に
積
小
為
大
、
小
さ
な
こ
と
を
積
み

上
げ
て
き
た
こ
と
で
、
成
果
を
出
し
て

こ
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

古
び
れ
な
い
理
由

小
田　

積
み
上
げ
て
い
く
、
代
を
重
ね

て
い
く
と
い
う
意
味
で
は
、
時
代
に
合

わ
せ
て
既
存
の
お
菓
子
の
手
直
し
を
す

る
こ
と
も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
ガ
ラ

ッ
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
万
作
」
の

よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
味
を

少
し
だ
け
変
え
る
よ
う
な
地
味
な
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
も
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年

で
す
と
、例
え
ば
「
百も
も
と
せ歳

」
の
中
に
入
っ

て
い
る
ジ
ャ
ム
の
量
を
増
や
し
て
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る
味
に
改
良
し
た
り
、「
大

平
原
」
も
バ
タ
ー
の
量
を
増
や
し
、
よ

り
濃
厚
な
味
に
し
た
り
で
す
。「
マ
ル

セ
イ
バ
タ
ー
サ
ン
ド
」
も
、
過
去
４
回
、

５
回
と
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
繰
り
返

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
同
じ
名
前
で
も
、

古
く
な
ら
な
い
お
菓
子
と
し
て
皆
さ
ん

に
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
け
る
要
因
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。

市
長　

皆
さ
ん
、
気
が
付
い
て
い
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
田　

は
い
、
大
き
な
変
化
で
は
な
い

の
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
入
れ
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
一
方

で
、
帯
広
市
の
開
基
90
年
に
合
わ
せ
て

発
売
し
た
「
五
十
万
坪
」
の
よ
う
に
、

時
代
に
合
わ
ず
終
売
し
た
商
品
も
あ
り

ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
や
市
民
サ
ー
ビ
ス

に
お
い
て
も
、
時
代
に
合
わ
せ
て
見
直

し
た
り
、
減
ら
す
こ
と
も
大
事
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
余
力
を
出
さ

な
い
と
、
新
し
い
こ
と
に
は
取
り
組
め

な
い
と
思
い
ま
す
。

市
長　

道
内
７
空
港
の
民
間
委
託
も
そ

う
で
す
が
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用

に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
す
る
場
合
は
、

ま
す
。
手
間
を
惜
し
ま
な
け
れ
ば
い
い

も
の
が
で
き
る
。
そ
う
思
う
と
、
創
業

以
来
、
愚
直
に
お
菓
子
を
作
り
続
け
て

き
た
こ
と
、
真
面
目
に
お
菓
子
と
向
き

合
っ
て
き
た
こ
と
が
、
お
客
様
の
嗜し
こ
う好

が
変
わ
り
続
け
る
中
で
も
、
変
わ
ら
ず

受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
て
い
る
要
因
な

の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長　

六
花
亭
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い

る
も
の
と
、
私
が
市
長
と
し
て
大
切
に

し
て
い
る
も
の
と
が
重
な
る
と
感
じ
ま

し
た
。
六
花
亭
さ
ん
の
基
本
方
針
と
同

じ
く
、
ま
ち
づ
く
り
も
市
民
の
皆
さ
ん

の
幸
せ
を
考
え
な
が
ら
、
誠
意
を
も
っ

て
愚
直
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
先
ほ
ど
の
お
話
の
中
で

「
な
る
ほ
ど
」
と
思
っ
た
部
分
は
「
手

間
を
惜
し
ま
な
い
」
と
い
う
言
葉
。
ひ

と
手
間
を
か
け
る
こ
と
が
仕
事
な
の
に
、

高
度
経
済
成
長
期
に
合
理
化
・
効
率
化

す
る
こ
と
だ
け
が
仕
事
だ
と
い
う
考
え

方
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
能
力
は
そ
れ
ほ

ど
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
ひ
と

手
間
を
加
え
る
努
力
が
で
き
る
か
ど
う

か
で
差
が
つ
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

小
田　

そ
う
で
す
ね
。
本
来
、
仕
事
と

は
面
倒
く
さ
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
お
給
金
が
発
生
し
て
い
る
時
点
で
、

面
倒
く
さ
く
な
い
仕
事
な
ん
て
無
い
で

す
よ
ね
。

市
長　

ひ
と
手
間
・
面
倒
を
か
け
る
か

ら
価
値
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
の
地
域
の

行
政
か
ら
民
間
に
移
す
こ
と
で
、
別
の

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
な
げ
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
い
き
な
り
は
難
し
い
で
す

が
、
少
し
ず
つ
見
直
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

小
田　

な
る
ほ
ど
、
じ
わ
じ
わ
と
進
ん

で
い
る
の
で
す
ね
。

市
長　

は
い
。
で
き
る
だ
け
、
長
期
的

な
視
点
も
持
ち
、
細
心
か
つ
大
胆
に
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
ず
し
っ
か
り
咀そ

嚼し
ゃ
くし
、
ど
こ
ま
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
行
う
べ
き
か
を
考
え
ま
す
。
会
社
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す

が
、
一
つ
の
目
標
を
達
成
し
て
成
果
が

出
る
と
、
つ
い
ま
た
次
と
際
限
な
く
投

資
や
人
材
採
用
を
行
い
た
く
な
る
も
の

で
す
が
。

小
田　

一
時
的
に
会
社
が
大
き
く
な
っ

て
も
、
中
身
を
充
実
さ
せ
な
い
と
、
続

か
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
体
ば
か
り

大
き
く
し
よ
う
と
し
て
も
足
腰
が
立
た

な
く
な
る
の
で
。
お
菓
子
屋
と
し
て
も
、

筋
力
を
つ
け
る
こ
と
が
す
ご
く
大
事
な

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

十
勝
・
帯
広
の
存
在
感

市
長　

六
花
亭
さ
ん
は
、
こ
の
地
域
の

歴
史
や
自
然
に
ち
な
ん
だ
お
菓
子
を
作

ら
れ
て
い
ま
す
。「
ひ
と
つ
鍋
」
や
「
十

三
戸
」
な
ど
、
商
品
名
の
意
味
な
ど
よ

く
知
ら
ず
に
食
べ
て
い
て
、
あ
と
で
地

域
の
歴
史
を
学
ん
で
名
前
の
由
来
を
知

未来を信じるまち新 春
対 談
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る
と
い
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。十
勝
・

帯
広
の
子
ど
も
た
ち
は
、
お
菓
子
を
通

じ
て
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
心
に
刻
ん

で
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、
東
京
で
は
５
０
０
円
以
上

も
す
る
よ
う
な
ケ
ー
キ
が
、
こ
こ
で
は

と
て
も
廉
価
で
楽
し
め
ま
す
。
六
花
亭

さ
ん
の
価
格
は
、
十
勝
な
ら
で
は
と
思

い
ま
す
が
。

小
田　

そ
う
で
す
ね（
笑
）。
お
菓
子
は
、

大
き
く
贈
答
・
お
土
産
用
と
日
々
の
お

や
つ
用
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
贈
答
用

で
す
と
、
あ
る
程
度
値
段
が
高
い
方
が
、

受
け
取
る
方
も
あ
り
が
た
い
と
思
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
々
の
お
や
つ
と

な
る
と
、
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
で
買
え
る

よ
う
な
も
の
で
な
く
て
は
成
立
し
ま
せ

ん
。
創
業
者
の
小
田
豊
四
郎
は
「
日
々

の
お
や
つ
の
中
か
ら
代
表
に
な
る
も
の

が
出
て
き
て
、
そ
れ
が
銘
菓
に
な
れ
ば

い
い
」
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は

今
も
変
わ
ら
ず
、日
々
の
「
お
や
つ
屋
」

で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長　

自
分
の
家
も
決
し
て
裕
福
で
は

な
か
っ
た
の
で
、
当
時
、
毎
日
お
や
つ

が
用
意
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
東
京
で
生

活
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
帯
広
で

食
べ
た
思
い
出
の
お
や
つ
の
方
が
お
い

し
い
と
気
付
き
、
と
て
も
誇
ら
し
く
思

い
ま
し
た
。
六
花
亭
さ
ん
を
は
じ
め
十

勝
の
お
菓
子
屋
さ
ん
は
、
十
勝
の
子
ど

も
た
ち
の
お
菓
子
の
「
基
準
」
を
高
め

て
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

小
田　

確
か
に
お
菓
子
に
限
ら
ず
、
地

元
の
お
い
し
い
味
は
、
誇
り
に
思
え
ま

す
よ
ね
。

市
長　

十
勝
の
お
菓
子
の
レ
ベ
ル
は
と

て
も
高
い
の
に
、
低
価
格
で
あ
る
こ
と

が
素
晴
ら
し
い
と
、
昨
日
、
改
め
て
本

州
出
身
の
妻
と
も
話
し
て
い
た
と
こ
ろ

で
す
。
こ
ん
な
に
も
地
元
の
お
菓
子
と

自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
と
の
繋
が
り

べ
き
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
考
え

ま
し
た
。「
黙
っ
て
俺
に
つ
い
て
来
い
、

責
任
は
俺
が
と
る
」
式
の
日
本
伝
統
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
は
な
く
、
荷
車
に

例
え
れ
ば
前
を
預
か
る
者
と
し
て
後
ろ

か
ら
支
え
押
し
て
く
れ
る
人
た
ち
の
状

況
や
気
持
ち
に
常
に
思
い
を
致
し
て
、

全
員
で
手
分
け
し
て
前
に
進
む
。
そ
の

た
め
に
は
リ
ー
ダ
ー
は
何
よ
り
も
「
信

頼
」
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
。「
帯
広

は
間
違
わ
な
い
し
、
も
し
何
か
あ
っ
て

方
向
を
変
え
る
時
も
後
ろ
で
押
し
て
い

る
自
分
た
ち
の
思
い
を
理
解
し
必
ず
声

を
掛
け
て
く
る
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る

関
係
を
築
く
こ
と
。
こ
れ
こ
そ
が
今
の

時
代
に
必
要
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
あ

り
、
す
べ
て
に
お
い
て
信
頼
こ
そ
が
礎

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。「
フ
ー
ド
バ
レ
ー

帯
広
」
で
は
な
く
て
「
フ
ー
ド
バ
レ
ー

と
か
ち
」
と
し
た
所ゆ
え
ん以

で
も
あ
り
ま
す
。

未
来
を
信
じ
る
ま
ち
・

帯
広

小
田　

私
が
小
さ
い
頃
は
、
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
に
あ
る
ベ
ン
チ
が
世
界
一
長
い

ベ
ン
チ
で
し
た
。
今
も
広
々
と
し
た
み

ど
り
の
中
で
子
ど
も
た
ち
が
遊
ん
で
い

る
休
日
の
光
景
を
見
る
と
、
と
て
も
贅ぜ
い

沢た
く

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
、

外
に
あ
る
公
園
の
存
在
を
見
直
す
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
帯
広
は

公
園
が
多
い
ま
ち
で
す
ね
。
こ
れ
ま
で
、

ま
ち
が
整
備
し
て
き
た
イ
ン
フ
ラ
や
施

設
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
大
変
だ
と

思
い
ま
す
が
、
未
来
に
遺の
こ

る
も
の
を
思

い
描
き
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

き
た
こ
と
で
、
今
の
時
代
に
も
評
価
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

市
長　

帯
広
の
森
の
計
画
は
、
50
年
ほ

ど
前
に
多
く
の
議
論
を
経
て
立
案
さ
れ

ま
し
た
。
緑
ヶ
丘
公
園
も
適
度
な
広
さ

で
い
い
場
所
に
あ
り
ま
す
。
海
外
に
は

も
っ
と
広
い
公
園
も
あ
り
ま
す
が
、
日

強
い
」
こ
と
だ
と
感
じ
て
お
り
、
私

が
十
勝
・
帯
広
に
居
を
構
え
て
よ
か
っ

た
と
思
え
る
の
は
何
よ
り
も
そ
れ
で
す
。

仲
間
が
み
ん
な
、
手
間
が
か
か
っ
て
も
、

い
い
も
の
、
お
い
し
い
も
の
を
作
ろ
う

ね
と
い
う
方
向
に
向
か
っ
て
進
ん
で
く

れ
る
。
じ
り
じ
り
と
一
緒
に
進
ん
で
く

れ
る
仲
間
が
い
て
く
れ
る
か
ら
こ
そ
、

六
花
亭
の
今
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長　

な
る
ほ
ど
。
努
力
し
て
も
し
な

く
て
も
同
じ
だ
と
感
じ
た
と
き
に
は
、

人
は
我
慢
な
ん
か
で
き
な
い
と
思
い
ま

す
。
頑
張
っ
て
い
れ
ば
、
い
つ
か
報
わ

れ
る
と
信
じ
ら
れ
る
、
そ
う
い
う
未
来

志
向
が
こ
の
地
域
の
持
つ
強
さ
の
根
源

な
の
で
し
ょ
う
ね
。

小
田　

確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
こ
の
お

菓
子
を
遺
そ
う
と
い
う
思
い
や
、
こ
の

建
物
を
長
く
大
事
に
し
よ
う
と
い
う
思

い
を
持
つ
の
は
今
の
こ
と
で
、
そ
れ
を

未
来
の
人
が
ど
う
す
る
か
は
正
直
分
か

り
ま
せ
ん
。
で
も
、
思
い
を
つ
な
い
で

く
れ
る
と
信
じ
て
託
す
こ
と
で
、
歴
史

は
積
み
重
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
建
物
は
六
花
亭
の
本
店
な
ん

だ
な
と
、
50
年
１
０
０
年
経
っ
た
時
も

を
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
、
そ
う
他
に

は
無
い
と
思
い
ま
す
。

小
田　

恐
ら
く
は
そ
う
で
す
ね
。
例
え

ば
、
就
職
活
動
ラ
ン
キ
ン
グ
を
見
る
と
、

お
菓
子
屋
が
地
方
銀
行
や
電
力
会
社
と

肩
を
並
べ
て
い
る
地
域
は
他
に
あ
り
ま

せ
ん
。
北
海
道
で
は
、
お
菓
子
に
対
し

て
、
元
気
な
産
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

た
り
、
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

お
菓
子
だ
け
で
は
な
く
、
日
常
の
中

に
は
私
た
ち
に
と
っ
て
は
何
で
も
な
い

も
の
で
も
、
魅
力
的
な
も
の
、
誇
れ
る

も
の
は
数
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
じ

ゃ
が
い
も
や
ア
ス
パ
ラ
を
１
箱
、
本
州

に
送
る
と
と
て
も
喜
ん
で
も
ら
え
て
、

「
こ
れ
高
か
っ
た
で
し
ょ
う
」
と
、
値

段
以
上
に
喜
ん
で
も
ら
え
ま
す
。
道
外

か
ら
見
る
と
、
す
ご
く
価
値
が
あ
る
こ

と
な
ん
だ
と
気
付
か
せ
て
も
ら
え
ま
す
。

「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」
は
そ
う
い

う
視
点
で
す
よ
ね
。

市
長　

そ
う
で
す
。「
食
」
は
生
き
て

い
く
上
の
基
本
で
あ
り
、
決
し
て
無
く

な
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
人
口
は
減
っ
て

い
き
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
他
の
国
で
は

人
口
が
増
え
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ

の
地
域
の
存
在
感
を
「
食
」と「
農
」
で

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

思
い
、
12
年
前
に
「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と

か
ち
」
の
旗
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
産
業
政
策
を
オ
ー
ル
十

勝
で
進
め
て
い
く
上
で
、
帯
広
が
執と

る

本
が
急
成
長
し
て
い
く
経
済
下
で
も
、

背
伸
び
せ
ず
、
私
た
ち
の
先
輩
は
、
身

の
丈
に
あ
っ
た
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
未
来
を
信
じ
て
、
今
や
る
べ
き
こ

と
を
し
っ
か
り
認
識
し
、
使
命
感
を
持

ち
、
努
力
や
苦
労
を
重
ね
な
が
ら
、
今

の
時
代
に
あ
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る

も
の
を
一
生
懸
命
に
つ
く
っ
て
遺
し
て

く
れ
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
田　

ど
ん
な
時
代
で
も
、
幸
せ
を
感

じ
る
風
景
な
ど
の
価
値
観
は
、
古
び
れ

な
い
も
の
で
す
ね
。

市
長　

自
分
た
ち
や
次
世
代
の
人
た
ち

が
幸
せ
に
思
う
こ
と
は
何
か
を
考
え
て

き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

小
田　

そ
れ
は
今
の
十
勝
に
も
受
け
継

が
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
十
勝
の
い

い
と
こ
ろ
は
「
人
が
我
慢
強
く
、
根
気

当
時
の
面
影
が
残
る
よ
う
に
長
く
大
切

に
し
よ
う
と
い
う
思
い
の
バ
ト
ン
を
つ

な
い
で
い
く
。
そ
ん
な
覚
悟
が
未
来
を

信
じ
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

勝
手
に
積
み
重
な
っ
て
い
く
の
で
は
な

く
、
積
み
重
ね
る
と
い
う
意
志
で
す
ね
。

京
都
な
ど
に
比
べ
、
帯
広
は
ま
だ
１
４

０
年
と
歴
史
は
浅
い
で
す
が
、
未
来
を

信
じ
て
、
今
、
何
を
遺
す
か
を
考
え
る
。

そ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

市
長　

先
人
た
ち
は
、
誠
実
に
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
た
ら
、
ま
ち
づ
く
り

は
き
っ
と
上
手
く
い
く
と
い
う
こ
と
を
、

こ
れ
ま
で
の
実
践
で
見
せ
て
く
れ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
い
ろ
い

ろ
な
問
題
も
起
き
る
か
と
は
思
い
ま
す

が
、そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
て
、10
年
経
っ

た
時
に
、「
あ
の
時
あ
の
人
た
ち
は
、
こ

ん
な
思
い
で
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
、
決

し
て
諦
め
ず
や
り
遂
げ
た
の
か
」
と
い

う
ま
ち
に
な
っ
て
い
る
と
い
い
で
す
ね
。

そ
う
な
れ
ば
、
10
年
後
も
そ
の
先
も
、

未
来
を
信
じ
る
ま
ち
・
帯
広
で
い
ら
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
終
）

歴史を伝える六花亭のお菓子歴史を伝える六花亭のお菓子
　帯広市の周年を記念して製作いただいたお菓子と対談の中で　帯広市の周年を記念して製作いただいたお菓子と対談の中で
登場したお菓子を紹介します。登場したお菓子を紹介します。

19521952年  年  ひとつ鍋ひとつ鍋
開基70年　市制施行20年記念
鍋をかたどった最中。依田勉三が開拓当時に詠んだ
句「開拓のはじめは豚とひとつ鍋」に由来しています。

19721972年  年  万作、五十万坪万作、五十万坪
開基90年　市制施行40年記念

「万作」は福寿草の愛称のこと。発売当初は
まんじゅう菓子でしたが、現在はパウンド
ケーキにリニューアルされています。

「五十万坪」はきんつばのお菓子でしたが、
発売を終了しています。

19821982年  年  百百
ももとせももとせ

歳歳、おかげさま、晩成、おかげさま、晩成
開基100年　市制施行50年記念

「百歳」はスポンジとパイの間にブラック
カランズジャムをサンドしたお菓子です。

「おかげさま」は発売当時、青えんどうの
甘納豆でした。今は、ジャンドゥーヤチョ
コを挟んだ雪輪型の最中です。

「晩成」は、あんこをお客様に挟んでいただ
く、当時としては画期的な最中でした。

20022002年  年  霜だたみ霜だたみ
開基120年　市制施行70年記念
初霜が降りた地面を踏みしめた時の音と感触
に、チョコレートパイの食感とイメージを重ね
て「霜だたみ」と名付けられました。

芳醇なバターの風味と、時間と共に変わる食感が
楽しいキャラメルです。

20122012年  年  マルセイキャラメルマルセイキャラメル
開基130年　市制施行80年記念

19531953年  年  十三戸十三戸
晩成社が帯広に入植した際の13世帯にちなみ、当時のわ
らぶきの家をイメージしたこしあん入りの焼き菓子です。

緑ヶ丘公園内にある百
も も と せ

歳の鐘
（1982年 六花亭製菓 寄贈）

19631963年  年  大平原大平原
十勝平野がモチーフの道産バターたっぷりの香り豊かな
マドレーヌです。



■8■広報おびひろ　令和４年１月号

成年後見フォーラム　広報おびひろ９月号（11頁）に掲載済みの延期していたイベントを実施します。再申し込みが必要。　日２月17日㈭、14時〜16時
場とかちプラザ（西４南13）　申問 成年後見支援センターみまもーる（公園東町３、グリーンプラザ内、☎20・3225）　担当課地域福祉課

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

往復はがきなど申込時の記載事項
①イベント・教室名（希望する日時・曜日・コースなど）
②住所（郵便番号も）③氏名（ふりがな）④電話番号
⑤生年月日（スポーツ教室のみ）⑥性別（スポーツ教室のみ）
⑦年齢（高校生以下は学校名・学年、年中、年長なども）
⑧保護者氏名（小学生以下の場合）⑨返送先（往復はがきの場合）
　特に記載のない場合、申し込みは１人（組）１通。
　直接窓口で申し込む場合は、返信用のはがきを持参。

　申し込み方法などの記載がない場合は、参加無料ですので
当日会場へ直接お越しください。
　詳細は、各問い合わせ先に確認してください。（施設ごとに
業務時間が異なります）

　市役所代表　☎２４・４１１１、ＦＡＸ２３・０１５１
　帯広市ホームページ　https://www.city.obihiro.hokkaido.jp/

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員
￥＝費用　申＝申し込み　問＝問い合わせ　☎＝電話
Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

■お知らせの見方

イベント お知らせ募集健康・福祉講座

■カテゴリアイコンの見方

新型コロナウイルス感染症対策について新型コロナウイルス感染症対策について
　各種イベントなどに参加される際には、マスクの着用、施設入退館
時の手指消毒、３密（密集・密接・密閉）を避けるなど、新型コロナ
ウイルス感染症の拡大防止にご協力ください。
　また、掲載している情報は編集時点（12月13日現在）のものです。
新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどが中止・変更
になる場合がありますので、ご了承ください。
　最新の実施予定は、各問い合わせ先に確認してください。

広報掲載記事に関連する広報掲載記事に関連するWW
ウェブウェブ

EBEBページをページを
簡単に探せます！簡単に探せます！

　広報記事内に記載されている７桁の数字（ページID）を、市ホーム
ページ内の「広報ページID検索」欄に入力するだけで該当WEBページ
のより詳細な情報を確認できます。ぜひご活用ください。
問広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109）

場市民文化ホール（〒080・0015西 
５条南11丁目48番地２）
担当課生涯学習文化課
◆ヴァイオリン＆ピアノによるク
ラシック名曲コンサート
　市と株式会社オカモトが企画す
るクラシックコンサート。チケッ
トは、とかちプラザ、市民文化ホー
ルなどで販売。
日１月22日㈯、14時〜15時30分
￥1000円（高校生以下無料）、全
席自由
問とかちプラザ（西４南 13、☎22・ 
7890）
◆第32回親と子のわくわく音楽会
　鬼滅の刃、ドラえもん、なつぞ
らなど、なじみのある曲をオーケ
ストラで楽しめる演奏会。
対小学校低学年以下と保護者
日１月30日㈰、14時30分〜15時
30分
定抽選700人
申問１月10日㈷までに、往復は 
がきに「申込時の記載事項」（８頁） 
を書いて、市民文化ホール（☎23・ 
8111）へ。

森の交流館・十勝の
イベント

場問森の交流館・十勝（西20南６、
☎34・0122）
◆第85回インターナショナル・
トーク（ベトナム）
　ゴック国際交流員の自己紹介や
母国ベトナムのおもしろい事実な
どについて紹介する。
対中学生以上
日１月８日㈯、18時30分〜20時
市ホームページID.1001475

◆第66回キッズ・プレイグラウ
ンド（ベトナム）
　歌やダンスなどを通じて、外国
文化に触れられる遊びの場。
対６歳までの子どもと保護者。兄
姉の参加も可能
日１月15日㈯、10時30分〜12時
定抽選40人
申１月７日㈮までに
W
ウ ェ ブ

EBフォームから申
し込み。
市ホームページID.1009965

帯広市消防出初式

　消防職団員による行進、帯広鳶
とび

土工事業組合による木遣りやはし
ご乗りを行う。そのほか、車両展
示ブースや子ども向けの防火衣着
装ブースを設置する。
日１月５日㈬、10時〜11時10分
場よつ葉アリーナ十勝（大通北１）
問消防課（西６南６、消防庁舎１ 
階、☎26・9128）

市民文化ホールの
イベント

　汚れたり破損した状態で返却さ
れた図書館の本を展示。図書館の 
利用マナーについて改めて考える。
日１月14日㈮〜27日㈭、10時〜
20時（土・日曜日は18時まで）
場問図書館（西２南14、☎22・4700）

児童会館のイベント

場申問特に記載がない場合、各申 
込期間に、直接または電話で児童
会館（緑ケ丘２、☎24・2434）へ。
◆親子囲碁入門教室
　親子で囲碁の基礎を学ぶ。申し
込み不要。
対小・中学生と保護者
日１月10日㈷、10時〜12時
◆もっくん教室「もちつきぺった
ん」
　棒を輪ゴムでつなげて、本当に
お餅をついているかのような動き
をするおもちゃを作る。
対幼児と保護者
日１月12日㈬、①10時〜10時15
分、 ②10時30分 〜10時45分、 ③
11時〜11時15分
定各先着２組
申込期間１月４日㈫〜12日㈬
◆きらきら人形劇場
　幼児から小学生向けの人形劇。
１月の出演予定は「とうきび座」
です。
対幼児・小学生と保護者
日１月16日㈰、14時〜14時40分
定先着20人
申込期間１月４日㈫〜16日㈰
◆もっくん教室「あったか手袋」
　画用紙で作ったミトン型手袋に
毛糸やモールなどを貼る。
対幼児と保護者
日１月19日㈬、①10時〜10時15
分、 ②10時30分 〜10時45分、 ③
11時〜11時15分
定各先着２組
申込期間１月９日㈰〜19日㈬
◆親子おもしろ教室「トラちゃん
貯金箱」
　水車の仕組みやバランスについ
て覚えながら、コインを入れると
トラちゃんの顔がクルクルする貯
金箱を作る。
対幼児、小・中学生と保護者。小 
学校低学年以下は保護者同伴
日１月22日㈯、①９時30分〜10
時、②10時30分〜11時
定各先着６組
申込期間１月８日㈯〜21日㈮
◆星の観察会『シリウス＆星のゆ
りかごオリオン大星雲をみよう！』
　冬の夜空を見上げ、望遠鏡での
天体観察を行う。
日１月28日㈮、19時〜20時15分
定先着20人
申込期間１月14日㈮〜28日㈮

「本が泣いています」展

　契約トラブルや悪質商法など、
消費者問題についての無料弁護士
相談会を開催。
日１月21日㈮、13時30分〜15時
定先着３人（１人30分以内）
場申問１月13日㈭までに、直接
または電話で消費生活アドバイス 
センター（西４南13、とかちプラ 
ザ内、☎22・8393）へ。
担当課商業労働課

消費者問題の
無料弁護士相談会

　長期無職、自信喪失、就職不安
などについての夜間お悩み相談会
を開催。申し込み不要。
対市内在住、家族の人も可
日①１月25日㈫、②28日㈮、③
２月15日㈫、④18日㈮、いずれ
も17時〜20時
場問自立相談支援センターふら 
っと（西６南６、ソネビル内、☎
20・7366）
担当課生活支援第１課

仕事お悩み夜間相談会

このイベントは、新型コロナウイルス
感染症の影響で中止になりました
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第10回 財団杯北海道雪中パークゴルフ大会 兼 帯広市健康スポーツ推進雪中パークゴルフ大会第10回 財団杯北海道雪中パークゴルフ大会 兼 帯広市健康スポーツ推進雪中パークゴルフ大会
　男女別36ホールストロークプレイの大会。
対16歳以上の人　　　日２月11日㈷、８時〜
場帯広の森研修センター（南町南７線56番地７）　　　定抽選150人　　　￥1000円
申問１月20日㈭までに、往復はがきに「申込時の記載事項」（８頁）を書いて、帯広
の森野球場（〒080・0856南町７線56番地７、☎48・8338）へ。　担当課スポーツ課

１月10日㈪「成人の日」もごみを収集します　月曜日収集地区の人は午前９時までに分別ルールに基づいて、決められたごみステーションに出してください。
問 清掃事業課（西24北４、☎37・2311）

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

場問動物園（〒080・0846緑ケ丘
２番地、☎24・2437）
◆おびZ

ズ ー

oo寺子屋野鳥編
　動物園内にすむ野鳥たちの秘密
について学ぶ。小学生以下は保護
者同伴。
日１月22日㈯、13時30分〜14時
30分
定抽選20人
申12月23日㈭〜１月６日㈭まで
に、郵便はがきに「申込時の記
載事項」（８頁）を書いて、動物 
園へ。市ホームページからも応募
可能。当選者には別途通知。
市ホームページID.1005290

◆節分の日イベント
　節分に際し、ニホンザルへ落花
生など、特別メニューの給餌を行
う。今回は来園者による豆まき体
験はありません。
日２月５日㈯、13時30分〜
市ホームページID.1007138

帯広の森・はぐくーむ
１月のお知らせ

　小学生以下は保護者同伴。
場申問12月25日㈯〜各開催日の 
前日までに、帯広の森・はぐくーむ 

（南町南９線49、☎66・6200）へ。
◆歩くスキー体験
　主に初心者が対象の、歩くス
キーの体験・講習会。
日１月29日㈯、９時30分〜11時
30分
定先着30人
◆四季の森めぐり〜冬〜
　森のガイド養成講座の修了生の
案内で、いろいろなテーマを基に
冬の森を歩く。
日１月30日㈰、９時30分〜12時
定先着30人
◆森のスキーツアー
　コースを外れた森の中まで足を
伸ばし、帯広の森の見どころや施
設などを巡るスキーツアー。
日２月５日㈯、９時30分〜12時
定先着15人

高齢者ドライビング
体験会

　自動車学校のコースでのアイス
バーン走行や視力検査を通して、
運転技術・適性をチェックする。
対運転免許をお持ちの満65歳以
上の市民
日１月26日㈬、９時30分〜11時
30分
場おびひろ自動車学校（緑ケ丘９）
定抽選15人
申問１月４日㈫〜18日㈫までに、
電話で危機対策課（市庁舎５階、
☎65・4131）へ。

動物園からのお知らせ

場問とかち大平原交流センター
（川西町基線61、☎53・4780）

◆かるた大会
　十勝ならではの珍しいかるたを
集めて、みんなで楽しく交流する。
日１月８日㈯、10時30分〜12時
定先着20人
市ホームページID.1010423

◆天然の冷凍庫でアイス作り体験
　雪遊びをしながら、アイスク
リーム（100ミリリットル）を作る。
対親子
日１月９日㈰、10時30分〜12時
定先着10組　　　￥１組1000円
申１月６日㈭までに、電話でとか 
ち大平原交流センターへ。
市ホームページID.1010427

スポーツ課からの
お知らせ

問スポーツ課（市庁舎８階、☎65・ 
4210）
市ホームページID.1005456

◆令和３年度ゴルゲート練習会
　ゴルゲートの練習会として、施
設の開放を行う。
日場▶よつ葉アリーナ十勝（大通 
北１）、１月７日㈮、21日㈮、２月 
４日㈮、18日㈮、３月２日㈬、９ 
日㈬、11日㈮、いずれも13時〜16
時▶帯広の森コミュニティセン 
ター（空港南町南11）、１月27日 
〜 ３ 月24日 ま で の 毎 週 木 曜 日、
いずれも13時〜15時30分
◆令和３年度ゴルゲート教室
　ゴルゲートの初心者向けの教
室。講師による指導の下、分かり
やすく解説する。
日１月23日㈰、13時〜15時
定先着30人
場申１月17日㈪までに、直接ま
たは電話で帯広の森コミュニティ
センター（空港南町南11、☎47・
3974）へ。
◆市民クロスカントリースキーツ
アー
　クロスカントリースキーツアー
を開催。スキー貸し出し希望者は、
申し込み時に連絡ください。
対小学生以上の市民
日１月23日㈰、８時〜16時
場糠平湖タウシュベツ川橋梁周
辺特設コース（上士幌町）
定先着38人
申１月12日㈬までに、電話でス
ポーツ課へ。

とかち大平原交流
センターのイベント

講座名 講師（役職）／講座内容 開催日／開催時間 定員

第31集
防災、そして災害時の

手当ての方法

手塚　順子 氏（防災士）

１月 21 日㈮
18 時 30 分〜 20 時

先着
40人

災害時、冷静な判断が難し
い状況でもすぐに実践でき
る、身の回りの物を使った
防災や手当ての方法につい
て学ぶ。

場とかちプラザ（西４南13）
申問開催日の前日までに、生涯学習文化課（市庁舎８階、☎65・4192）へ。
未就学児（２歳以上）の託児希望は、開催日の一週間前までに申し込み。

市民大学講座市民大学講座
市ホームページID.1006968

12月20日㈪から予約受付を開始する教室一覧です。
　各教室の開催時間、定員、費用などの詳細は各施設に問い合わせるか、帯
広市文化スポーツ振興財団のホームページ、または総合案内（市庁舎１階）、
各スポーツ施設、各コミセンに配置している
生涯学習情報誌「まなびや」で確認してください。

スポーツ教室スポーツ教室についてのについてのお知らせお知らせ

場問	市民活動交流センター（〒080・0012西２南８、ふじまるビル８階、☎20・3004）
	 帯広の森体育館（〒080・0856南町南７線56番地７、☎48・8912）
	 帯広の森野球場（〒080・0856南町南７線56番地７、☎48・8338）
	 明治北海道十勝オーバル（〒080・0856南町南７線56番地７、☎49・4000）
	 市民文化ホール（〒080・0015西５南11、☎23・8111）

申し込み方法（各教室の定員を超えた場合は抽選となります）
❶ホームページから…希望の教室を選択し、申し込みフォームから送信
　　　　　　　　　　HP https://obihiro-foundation.jp/
❷直接申し込み………返信用はがきを各施設に持参
❸往復はがき…………「申込時の記載事項」（８頁）を記入
※連続講座は祝日が含まれる場合、開催曜日が変更になる週があります。

開催施設 日程：回数 講座・教室名 対象者 申込期限
市民活動

交流センター
（問い合わせは

帯広の森体育館へ）

2/15㈫
みんなで楽しくリトミック教室

（１・２歳）
１・２歳児と

保護者
１月24日㈪

帯広の森
体育館

2/20㈰
お父さんと一緒に体力向上教室
〜年中・年長〜

幼稚園・保育所の
年中・年長児と

お父さん
（お母さんでも可）

１月24日㈪

帯広の森野球場
（問い合わせは

帯広の森体育館へ）
2/13㈰

健康寿命を延ばすフットケア
〜足元から健康になろう

50歳以上の人 １月24日㈪

明治北海道
十勝オーバル

2/16㈬〜3/23㈬
の水曜日：全６回

誰でもできる！自重でつくる
「しなやかボディ」⑦-Ⅱ-

16歳以上の人 ２月７日㈪

2/16㈬〜3/23㈬
の水曜日：全６回

誰でもできる！自重でつくる
「しなやかボディ」⑧-Ⅱ-

16歳以上の人 ２月７日㈪

2/17㈭〜3/17㈭
の木曜日：全５回

ヨガ④-Ⅱ- 16歳以上の人 ２月７日㈪

市民文化ホール
（問い合わせは明治
北海道十勝オーバルへ）

2/18㈮〜3/25㈮
の金曜日：全６回

（暗闇フィットネス）
B
ブ ラ ッ ク

LACK B
バ ー ン ア ウ ト

URNOUT
16歳以上の女性 ２月７日㈪

2/18㈮〜3/25㈮
の金曜日：全６回

（暗闇フィットネス）
筋膜リリースヨガ

16歳以上の女性 ２月７日㈪

　十勝管内の遺跡や出土品などを紹介する講演会。
日１月12日㈬、14時〜 15時30分（オンラインで同時配信）
場百年記念館（緑ケ丘２）　　　定先着50人
申問１月５日㈬までに、電話で十勝圏複合事務組合事務局総務課（☎
37・3491）へ。オンライン受講の場合は申し込み不要。
担当課百年記念館

魅力たくさん！十勝探訪魅力たくさん！十勝探訪【考古学編】【考古学編】
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１月の燃やさないごみ、有害ごみの収集日　燃やすごみが月・木曜日収集地区は、１月12日㈬、26日㈬です。燃やすごみが火・金曜日収集地区は、１月５日㈬、
19日㈬です。　問 清掃事業課（西24北４、☎37・2311）

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

場問百年記念館（緑ケ丘２、☎24・ 
5352）
◆第40回郷土美術展
　十勝管内で絵画、工芸などの創
作活動をされている人たちの作品
展覧会。
日１月14日㈮〜30日㈰、９時30
分〜17時（最終日は15時30分ま
で）
◆ロビー展「動画で旅する十勝の
歴史２」
　昭和に記録された動画から、帯
広・十勝の歩みをひも解く。
日１月15日㈯〜２月６日㈰、９
時〜17時
◆博物館講座「十勝川河口の遺跡
群」
　十勝川河口～流域に見られる竪
穴群跡から十勝地域の古代の姿を
紹介する。
日１月22日㈯、14時〜16時
定先着50人
申１ 月 ４ 日 ㈫ 〜21日 ㈮ ま で に、
電話で百年記念館へ。

百年記念館からの
お知らせ

　酪農家山岸氏の、牛乳・乳製品
を使った料理講習会を開催。
日１月21日㈮、10時〜13時
定先 着 2 0 人
￥1700円（協会会員は700円）
場申問１月８日㈯までに、直接
または電話で帯広消費者協会（西
４南13、とかちプラザ内、☎22・
7161）へ。
担当課商業労働課

プラザ・エンジョイスクール
２月パソコン講座

　楽しく分かりやす
いパソコン２月講座。
各講座全５回。
対高校生以上
日２月３日〜18日の各曜日、▶午 
前の部10時〜12時▶午後の部13
時30分〜15時30分▶夜間の部18
時30分〜20時30分
定各先着20人
￥5000円（テキスト代別途）
場申問１月４日㈫〜21日㈮まで
に、 と か ち プ ラ ザ（ 西 ４ 南13、
☎22・7890）へ。

牛乳・乳製品
料理講習会

　アイヌ文様の刺しゅうを施した
布マスクを製作する。
対小学５年生以上
日①１月９日㈰、②10日㈷、③16 
日㈰、④18日㈫、⑤23日㈰、いず 
れも10時〜16時（昼休憩12時〜
13時）
場生活館（柏林台東町２）
定各先着10人
申問各 開 催 日 の 直 近 の 平 日 ま
でに、電話で地域福祉課（市庁舎
３階、☎65・4146）へ。

都市農村交流センター
サラダ館の講座・教室

定各先着10人　　　￥各6600円
場申問各申込期限までに、電話
で都市農村交流センターサラダ館

（西22南６、☎36・8095）へ。
◆草木染め教室３カ月コース
　草木染めを学ぶ。
日１月17日㈪、２月21日㈪、３
月14日㈪、全３回、いずれも10
時〜11時30分
申込期限１月10日㈷
市ホームページID.1007831

◆初めてのパンとケーキ作り教室
３カ月コース
　パンとケーキの作り方を学ぶ。
日１月21日㈮、２月18日㈮、３
月11日㈮、全３回、いずれも10
時〜12時30分
申込期限１月14日㈮
市ホームページID.1007828

◆初めての押し花教室３カ月コー
ス
　押し花を学ぶ。
日１月27日㈭、２月17日㈭、３
月31日㈭、全３回、いずれも10
時30分〜12時
申込期限１月17日㈪
市ホームページID.1007833

そば・豆腐作り教室

場川西農業者研修センター（川西 
町西２線59）
申問各申込期間に、電話で農政課 

（川西町基線61、☎59・2323）へ。
◆そば作り教室
　地元産のそば粉を使用し、家庭
にある道具だけでそばを作る。
日１月18日㈫、14時〜16時
定先着８人　　　￥1000円
申込期間１月５日㈬〜13日㈭
市ホームページID.1010419

◆豆腐作り教室
　地元産の大豆を使用し、絹と木
綿の違いなどを学びながら豆腐を
作る。
日１月25日㈫、９時30分〜12時
定先着８人　　　￥1500円
申込期間１月５日㈬〜17日㈪
市ホームページID.1010421

アイヌ刺しゅう教室

　地場産の生乳や肉を使った加工
方法を学ぶ。
場申問12月28日㈫から各申込期
限までに、電話で畜産物加工研修 
センター（八千代町西４線、☎60・ 
2514）へ。
市ホームページID.1005676

◆チーズ研修（約１キログラム）
日①１月22日㈯〜23日㈰、②２
月５日㈯〜６日㈰、いずれも１日
目は10時〜16時、２日目は10時
〜10時30分
定各先着８人　　　￥各3000円
申込期限①１月14日㈮、②28日㈮
◆ソーセージ研修（約250グラム）
日１月30日㈰、10時〜14時
定先着20人　　　￥1000円
申込期限１月21日㈮
◆ソーセージ研修（プレーンほか
全３種、計約700グラム）
日２月13日㈰、10時〜14時
定先着10人　　　￥2200円
申込期限２月４日㈮

救命講習

対市内在住または勤務地が市内
の人
定電話で問い合わせください。
申問各申込期限までに、帯広消防 
署救急課（西６南６、消防庁舎１
階、☎26・9132）へ。
◆普通救命講習
　出血時の止血法や心肺停止、呼
吸停止時の心肺蘇生法、AEDの使
い方など応急手当を習得する。
日①１月９日㈰、②23日㈰、い
ずれも13時30分〜16時30分
場①消防庁舎（西６南６）、②柏林 
台出張所（柏林台西町２）
申込期限①１月２日㈰、② 16 日㈰
◆実技救命講習
　１カ月前から前日までに、イン
ターネット上の「応急手当W

ウ ェ ブ

EB講
習」を受講した人が対象の講習会。
日１月19日㈬、18時30分〜20時
30分
場南出張所（西17南41）
申込期限１月12日㈬

健康相談

　保健師、栄養士などが、健診の
結果や健康づくりなど健康に関す
る相談に応じる。
対市内在住の18歳以上
日①１月14日㈮、②28日㈮、いず 
れ も ９ 時30分 〜11時30分、13時
30分〜15時30分（１人60分程度）
場申問各開催日の前日までに、電 
話で健康推進課（東８南13、保健 
福祉センター内、☎25・9721）へ。

ソーセージ、チーズ作り
体験研修

子 育 て 広 場子 育 て 広 場
場問特に記載がない場合、健康推進課（東８南13、保健福祉センタ
ー内、☎25・9722）

◆ママと赤ちゃんの相談会
　テーマごとの講話を行い、個別の相談に応じる。時間はいずれも10
時〜11時10分
対妊娠中または１歳までの赤ちゃんと保護者。❶は第２子以降の人も
参加できますが、１歳以上の兄姉は参加不可
定各開催施設へ問い合わせください。
申各開催日の前日までに、直接または電話で各開催施設へ。

◆１月乳幼児健診のお知らせ
　５カ月児健診、１歳６カ月児健診、３歳児健診の対象者には事前に
個別通知しています。通知が届かない場合や転入された場合など、不
明な点は問い合わせください。

げんき活動コースチャレンジデー
　介護予防のための運動などを体験。開催場所や時間など、詳細は各事
業所に問い合わせください。
対市内在住の65歳以上

担当課地域福祉課

開催日 実施事業所（電話）

１月13日㈭、27日㈭ コムニの里おびひろ小規模多機能型居宅介護事業所（☎20・4567）

１月18日㈫ ジョイリハ西５条（☎49・3060）

１月19日㈬、26日㈬ デイサービスセンター太陽園（☎64・5565）

１月19日㈬、26日㈬ 歩くデイゆるり（☎090・9801・7781）

１月20日㈭、21日㈮、
27日㈭、28日㈮ 通所介護事業所ふるさと（☎41・8341）

１月25日㈫、28日㈮ ツクイ帯広Ｗ
ワ ウ

ＯＷ（☎20・1562）

開催日 講座名／開催施設・申し込み先

❶１月20日㈭
ママと赤ちゃんのわくわく母乳講座

場地域子育て支援センターこでまり（西14北２、☎38・2690）

❷１月24日㈪
ママと赤ちゃんのもぐもぐ食事講座

場保健福祉センター（東８南13、☎25・9722）
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　生活習慣病を予防するための栄
養学習と手軽な運動をセットで体
験できる教室。
対特定健診・がん検診申込者
日場▶大正農業者トレーニング
センター（大正本町西１）、１月
22日㈯▶川西農業者研修センター

（川西町西２）、26日㈬、いずれも
12時15分〜13時
定各先着10人
申問各 開 催 日 の10日 前 ま で に、
電話で北海道対がん協会帯広出張
所（☎27・2345）へ。
担当課健康推進課

エキノコックス症検診

　採血による血清反応検査を行う。 
結果は約４週間後に通知する。
対小学３年生以上の市民のうち、
過去５年間受診していない人
日①１月６日㈭、②12日㈬、いず 
れも13時30分〜14時
￥300円（中学生以下無料）
場問健康推進課（東８南13、保健 
福祉センター内、☎25・9720）
市ホームページID.1004868

認知症・家族の集い
「茶話会」

　認知症の人を介護している家族
が気軽に参加し、相談・交流でき
る。介護を終えた人も参加可能。
日１月27日㈭、13時30分〜15時
場グリーンプラザ（公園東町３）
￥100円
問地域福祉課（市庁舎３階、☎65・ 
4113）

令和３年度第５回
帯広市生活援助員養成研修

　「てだすけサービス」の従事者
を養成するための研修。研修の全
課程（12時間）を修了し、てだ
すけサービスを実施する事業所に
就職することにより、生活援助員
として働くことができる。
対てだすけサービス事業所への
就職希望や予定のある人
日２月５日㈯、10時〜17時、６日 
㈰、９時30分〜16時30分
場帯広コア専門学校（西11南41）
定先着20人
￥1000円程度の実費（食材費など）
申問１月31日㈪までに、申込書
を直接または郵送、ファクスで地
域福祉課（〒080・8670西５条南 
７丁目１番地、市庁舎３階、☎65・ 
4113、Ｆ23・0158）へ。市ホームペ 
ージからも応募可能。申込書は地
域福祉課で配布のほか、市ホーム
ページからもダウンロード可能。
市ホームページID.1009154

健診教室（運動）

　令和４年４月１日付採用の会計
年度任用職員を募集。募集要項で
応募資格と申し込み方法を確認し
てください。募集要項は１月下旬
に人事課や総合案内（市庁舎１階）
に設置するほか、市ホームページ
からも確認できます。
問人事課（市庁舎５階、☎65・4108）
市ホームページID.1004434

学校教育課からの
お知らせ

申問各申込期間に、直接学校教育 
課（市庁舎８階、☎65・4204）へ。
◆令和４年度小規模特認校（清川、
愛国）への入学児童の募集
　豊かな自然環境の中で特色ある
教育活動を行っている農村地域の
小規模特認校へ、住所を変更する 
ことなく就学することができます。 
見学の希望は、学校教育課へ問い
合わせください。
▶清川小学校（清川町西３線 127）
▶愛国小学校（愛国町基線23）
対市内在住かつ市内の小学校に
在学する児童
定各学校、各学年３人程度
申込期間１月４日㈫〜28日㈮
市ホームページID.1004710

◆令和４年度の奨学生を募集
　大学・専門学校・高校に通う学
生・生徒に奨学金の貸付を行って
います。申し込みの際に必要な申
請書は学校教育課で配布している
ほか、市ホームページからもダウ
ンロード可能。
対帯広市の住民基本台帳に記載
されている人の子どもで、①〜③
の要件にすべて当てはまる人。
①令和４年４月に大学・専門学校・
高校などに在学予定の人、②経済
的理由で修学が難しい人（年収・
所得の上限額あり）、③学業優秀
で身体健全な人
定員・貸付金額▶大学20人以内、
月額２・３・５万円のいずれか
▶専門学校５人以内、月額３万円
▶高校10人以内、月額7000円
申込期間１月４日㈫〜２月10日㈭
市ホームページID.1004716

わくわく♪ドキドキ！！
家読（うちどく）にチャレンジ！
2021

　12月１日㈬〜１月30日㈰の間
に読んだ本の感想を「家読ノート」
に書いて、図書館に提出。小・中
学生には、抽選で図書カードなど
を贈呈。家読ノートは図書館など
に設置。
対十勝管内の小・中学生と保護者
提出期限１月30日㈰
問図書館（西２南14、☎22・4700）

令和４年度
会計年度任用職員を募集

　印鑑、マイナンバー確認書類お
よび身元確認書類を持参の上、直 
接お越しください。申し込み方法、 
入居者資格、募集住宅などは問い
合わせください。その他、随時受 
け付けをしている住宅もあります。
日１月11日㈫、８時45分〜19時、
12日㈬、13日㈭、８時45分〜17
時30分
場市庁舎10階第５A会議室
申問住宅営繕課（市庁舎３階、☎ 
65・4190）へ。

令和４年度
北海道消費生活モニターの募集

　毎月１回、市内で生活必需品の
小売価格調査を行うほか、各種ア
ンケートに回答する。
対20歳以上の市内在住者で、１
年を通じて活動が可能な人
任期令和４年４月１日から１年間
報酬月額1650円（予定）
定選考６人（予定）
申問応募用紙に必要事項を記入
の上、１月７日㈮〜２月７日㈪ま 
でに、直接または郵送で商業労働 
課（〒080・8670西５条南７丁目 
１番地、市庁舎７階、☎65・4132） 
へ。応募用紙は、商業労働課で配
布しているほか、市ホームページ
からもダウンロード可能。
市ホームページID.1002422

「保険金が使える」という
住宅修理トラブルにご注意を

　住宅修理サービスに関するトラ
ブルの相談件数が、急増していま
す。「火災保険・地震保険が使える」
などと事業者から勧誘された場合
はすぐに契約せず、まずは加入先
の損害保険会社または代理店にご
相談ください。特に契約を急がせ
る事業者は要注意です。
　不安に感じた場合は、消費者
ホットライン（☎188）などにご
相談ください。
問商業労働課（市庁舎７階、☎65・ 
4132）

１月定期募集分
市営住宅入居者を募集

　５月に開催するおびひろ市民芸
術祭の参加者を募集。
申問１月６日㈭〜31日㈪までに、 
申込用紙を直接または郵送でおび 
ひろ市民芸術祭実行委員会（〒 
080・0015西 ５ 条 南11丁 目48番
地２、市民文化ホール内、☎23・
8111）へ。申込用紙は市民文化
ホールなどで配布。
担当課生涯学習文化課
◆私の作品展
対市内で活動する個人
募集作品絵画、書道、写真、手工
芸、絵手紙など、ジャンル問わず
◆イラスト・ギャラリ―
対市内で活動する個人、団体
募集作品アニメ、イラスト作品
◆私の作品展〈映像〉
対市内で活動する個人、団体
募集作品１作品５分以内の映像

国民年金保険料一部免除が
承認された人はご注意を

　経済的な理由などで保険料の納
付が困難なときは、保険料を免除
する制度があります。このうち、
４分の３免除、半額免除、４分の
１免除は、免除を受けた残りの保
険料を納める必要があります。残
りの保険料の納付を忘れると、免
除が承認されても保険料未納期間
になるので注意してください。
問戸籍住民課（市庁舎１階、☎65・ 
4143）、帯広年金事務所（西１南１、 
☎25・8113、音声案内２番→２番）

国民年金に関する
お知らせ

　令和３年中に厚生年金保険、国
民年金などの老齢または退職を支
給事由とする年金を受け取られた
人には、１月中旬から下旬にかけ
て、日本年金機構より「令和３年
分公的年金等の源泉徴収票」が順
次送付されます。
問ねんきんダイヤル（☎0570・05・ 
1165）
担当課戸籍住民課

第41回おびひろ市民
芸術祭の参加者を募集

▽帯広市急病テレホンセンター（☎0155・26・1099）　 ▽北海道救急医療情報案内センター（ 0120・20・8699、
携帯電話／PHS☎011・221・8699）休日・夜間の急病は

提出方法・担当課
　１月 17 日㈪、17 時 30 分までに、意見等の提出書にご意見と必要
事項を記載し、直接または郵送、ファクス、Ｅメールで建築開発課

（〒 080・8670 西５条南７丁目１番地、市庁舎６階、☎65・4180、
Ｆ23・0159、 architecture@city.obihiro.hokkaido.jp）へ。W

ウ ェ ブ

EB フォー
ムからの提出も可能。

パブリックコメント（市民意見提出制度）パブリックコメント（市民意見提出制度）
ご意見募集中ご意見募集中

　地震による被害の軽減を図るため、住宅および建築物の耐震化を促
進するための計画。
　詳細は、募集要項をご確認ください。募集要項は建築開発課、各コ
ミセンなどに設置のほか、市ホームページにも掲載しています。

市ホームページID.1010498

◆第３期帯広市耐震改修促進計画（原案）



優秀賞 十勝信用組合 西支店
（西18南２）

優秀賞 株式会社フォノ 社屋
（東２南７）

宮坂建設工業
株式会社 新社屋
（西13南14）

最優秀賞
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市政のお知らせを放送しています
◆�テレビ　市役所だより（OCTV 11ch） 

毎日４回放送していて、市ホームペー
ジからもご覧になれます。

◆ラジオ（毎週月・水・金曜日）
おびひろタウンインフォメーション

（FM-JAGA77.8MHz）９：15〜９：20
おびひろ広報メモ

（FM-WING76.1MHz）９：30〜９：35

広報おびひろの感想を聞かせてください
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にするために

「こうした方が読みやすい」など皆さんの感想をお聞かせください。
問い合わせ 広報広聴課（市庁舎３階、☎ 65・4109、FAX 23・0156、
Ｅメール report@city.obihiro.hokkaido.jp）

健康推進課（東８南13、保健福祉センター内、☎25・9721）問い合わせ

年末年始の感染拡大防止に向けて
　年末年始は、特に普段会わない人と会う機会が増えます。
　感染拡大を回避するため、引き続き感染防止行動の実
践をお願いします。

　新型コロナワクチンを２回接種した場合でも、時間の経過に伴い、ワクチンに
よる免疫が徐々に低下することが報告されています。
　このことから帯広市でも、２回目のワクチン接種後、原則８カ月以上の間隔を
空けて追加接種を実施します。

　青く広々とした空、日高山脈の山並み、緑豊かな自然。こうした帯広の
イメージと調和し、人々に潤いや安らぎをもたらす良好な景観の形成を推
進するため、市では、平成17年に「帯広市まちづくりデザイン賞」を設けて、
優れた建築物を表彰しています。今年度は３件の建築物が選ばれました。

　２回目の接種完了後、原則８カ月以上経過した人
　（接種間隔の短縮など、国の動向を踏まえて対応します）

１・２回目の接種も継続しています。

　令和３年12月10日㈮
　※�令和４年１月までは、令和３年５月までに２回の接種を終えた人（主に医療

従事者など）が対象です。

　２回の接種を終えた人へ、３回目の接種予約開始前に、３回目用の接種券一体
型予診票を個別に郵送します。
　なお、１・２回目接種時に帯広市外に住民票があり、その後帯広市に転入した
人は、市で接種履歴を確認することができず、３回目用の接種券が送付できません。
該当する人は、右記のコールセンターに電話するか、厚生労働省の
W
ウ ェ ブ

EBサイト「コロナワクチンナビ」から申請をお願いします。

　市内医療機関と集団接種会場で接種を行います。
　（詳細は、郵送する案内文をご確認ください）

◉�小まめな換気など、特に屋内での感染防止
行動を実践する。

◉�発熱や咳
せき

など体調が悪い場合は、外出を控
える。

◉�感染防止対策を徹底している飲食店を選ぶ。
◉�飲食の際は、短時間で深酒をせず、会話の

時はマスクを着用する。

対　　　象

接種開始日

案 内 方 法

接 種 場 所

予 約 方 法

まちづくりデザイン賞とは

新型コロナワクチンの新型コロナワクチンの
３回目接種が始まりました３回目接種が始まりました

帯広市新型コロナワクチンコールセンター
に電話で予約

ナビダイヤル 0570・015・586
（受付時間：平日８時45分～ 17時30分）

インターネットから予約22
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　交通量の多い幹線道路側にゆとり
ある空間を確保して建築しているほ
か、施設利用者だけでなく、近隣住
民や歩行者が利用できる腰掛けを配
置しています。
　また、モダンなデザインでありながら、モノトーンとレンガの色
合いや植栽が落ち着いた印象を与えている点が評価されました。

　築50年の住宅を事務所にリフォー
ムし、改築後の建物の雰囲気に合わ
せて庭の設計を行ったことで、一体
感のあるデザインとなっています。
　また、多種多様な植栽は、四季を
通じて楽しめるような憩いの空間を創り出しており、良好な景観を
形成している点が評価されました。

選考理由 選考理由

　閑静な住宅地ということに配慮し、高さを低く抑え平屋型で建築
されています。
　周囲の景観を壊すことなく、十勝の農村風景をイメージした配色
の外壁や、バリエーションに富んだ植栽など、非常によく考えられ
ている点が、親しみや潤いを与え、魅力的で良好な景観を形成して
いると高く評価されました。

選考理由

すてきな都市景観を紹介します
第16回帯広市まちづくりデザイン賞

都市政策課（市庁舎６階、☎65・4175）問い合わせ

市ホームページID.1003819 都市政策課のI
イ ン ス タ グ ラ ム
nstagramでも市内の

すてきな都市景観を紹介しています▶

市ホームページID.1010469

　
予
約
専
用

◀
ペ
ー
ジ

コロナワクチンナビ▶




